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(57)【要約】
【課題】迅速かつ効率的に、心電波形から観察対象の時
相を判断して対応する超音波画像を表示させることを可
能とする超音波診断装置を提供する。
【解決手段】超音波診断装置１は、心電波形検出部１１
から送られてメモリ部７に保持された心電波形を表示部
６に一括表示する。検者は、表示部６に一括表示される
心電波形を観察して異常等が見受けられる時相区間を判
断し、コントロールパネル１０を介して、目的の時相区
間（開始時相及び終了時相）を指定する。超音波診断装
置１は、指定された時相区間に対応する超音波画像をメ
モリ部７から取得し、指定された時相区間について取得
した超音波画像を表示部６で再生する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体に超音波を送受信する超音波探触子と、前記超音波探触子から出力される超音波
受信信号に基づいて超音波画像情報を構成する画像処理部と、前記超音波画像情報に基づ
いて超音波画像を表示する表示部と、を備える超音波診断装置において、
　前記被検体の心電波形情報を検出する心電波形検出手段と、
　前記検出された心電波形情報を時相情報と共に保持する心電波形保持手段と、
　前記保持された心電波形情報に基づいて、任意の時相に渡って心電波形を一括表示する
一括表示手段と、
を具備することを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記構成された超音波画像情報を前記時相情報と共に保持する超音波画像保持手段と、
　前記一括表示された心電波形上で時相あるいは時相区間を指定する時相指定手段と、
　前記保持された超音波画像情報から前記指定された時相あるいは時相区間に対応する超
音波画像情報を検索する超音波画像検索手段と、
　前記検索された超音波画像情報に基づいて、前記指定された時相あるいは時相区間につ
いて前記超音波画像を表示あるいは再生する超音波画像表示再生手段と、
を具備することを特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記超音波画像表示再生手段は、前記指定された時相区間の最後まで前記超音波画像を
再生すると、所定時間再生を停止した後に、前記指定された時相区間の最初から前記超音
波画像を再生することを特徴とする請求項１または請求項２に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記一括表示手段によって表示される画面と前記超音波画像表示再生手段によって表示
される画面とを切り替える画面切替手段を具備することを特徴とする請求項１から請求項
３までのいずれかに記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　超音波探触子を用いて被検体に超音波を送受信し、前記超音波探触子から出力される超
音波受信信号に基づいて超音波画像情報を構成し、前記超音波画像情報に基づいて超音波
画像を表示する超音波画像表示方法において、
　前記被検体の心電波形情報を検出する心電波形検出ステップと、
　前記構成された超音波画像情報及び前記検出された心電波形情報を時相情報と共に保持
するステップと、
　前記保持された心電波形情報に基づいて、任意の時相に渡って心電波形を一括表示する
一括表示ステップと、
　前記一括表示された心電波形上で時相あるいは時相区間を指定する時相指定ステップと
、
　前記保持された超音波画像情報から前記指定された時相あるいは時相区間に対応する超
音波画像情報を検索する超音波画像検索ステップと、
　前記検索された超音波画像情報に基づいて、前記指定された時相あるいは時相区間につ
いて前記超音波画像を表示あるいは再生する超音波画像表示再生ステップと、
を具備することを特徴とする超音波画像表示方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波画像を撮像して表示する超音波診断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、超音波診断装置は、心電波形と心電波形の時相情報、超音波画像と超音波画像の
時相情報をメモリ部に記憶し、記憶された全ての心電波形及び超音波画像を同期表示する
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。
　また、一画面に１２誘導の心電波形を１心拍ずつ表示する心電計が提案されている（例
えば、［特許文献１］参照。）。また、Ｒ波時相の時相情報を用いて、心電波形及び超音
波画像を同期表示する超音波診断装置が提案されている（例えば、［特許文献２］参照。
）。
【０００３】
【特許文献１】特開平３－２８４２３７号公報
【特許文献２】特開平３－１９１９５０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の超音波診断装置では、心電波形から異常を判断して目的の時相に
ついて超音波画像を再生させる場合、手動で目的の時相を検索する必要があるという問題
点がある。また、記憶部に記憶された心電波形及び超音波画像が長時間に渡る場合、最初
から最後まで一度に心電波形を観察することができないという問題点がある。
　また、［特許文献１］が示す技術では、１２誘導の心電波形を１心拍ずつ表示するので
、表示された心拍以外の部分に異常が存在する場合には、異常を把握することができない
という問題点がある。
　また、［特許文献２］が示す技術では、Ｒ波時相からの１心拍内の遅延時間を用いて時
相を指定するので、各心拍毎に求められる複数の超音波画像から必要な超音波画像を選択
する必要があるという問題点がある。
【０００５】
　本発明は、以上の問題点に鑑みてなされたものであり、迅速かつ効率的に、心電波形か
ら観察対象の時相を判断して対応する超音波画像を表示させることを可能とする超音波診
断装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前述した目的を達成するために第１の発明は、被検体に超音波を送受信する超音波探触
子と、前記超音波探触子から出力される超音波受信信号に基づいて超音波画像情報を構成
する画像処理部と、前記超音波画像情報に基づいて超音波画像を表示する表示部と、を備
える超音波診断装置において、前記被検体の心電波形情報を検出する心電波形検出手段と
、前記検出された心電波形情報を時相情報と共に保持する心電波形保持手段と、前記保持
された心電波形情報に基づいて、任意の時相に渡って心電波形を一括表示する一括表示手
段と、を具備することを特徴とする超音波診断装置である。
【０００７】
　第１の発明の超音波診断装置は、被検体の心電波形情報を検出し、検出された心電波形
情報を時相情報と共に記憶部に保持し、記憶部に保持された心電波形情報に基づいて、任
意の時相、例えば全ての時相に渡って心電波形を一括表示する。
　このように、超音波診断装置は、全ての時相について心電波形を一括表示するので、心
電波形の所見から異常と見られる時相あるいは時相区間を迅速に判断することができる。
【０００８】
　また、超音波診断装置は、超音波画像情報を時相情報と共に記憶部に保持し、一括表示
された心電波形上で時相あるいは時相区間を指定し、記憶部に保持された超音波画像情報
から指定された時相あるいは時相区間に対応する超音波画像情報を検索し、検索された超
音波画像情報に基づいて、指定された時相あるいは時相区間について超音波画像を表示あ
るいは再生することが望ましい。
　これにより、目的の時相あるいは時相区間の超音波画像を迅速に検索可能であり操作負
担を軽減することができる。
【０００９】
　また、超音波診断装置は、指定した時相区間について超音波画像を連続再生する場合、
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指定された時相区間の最後まで超音波画像を再生すると、所定時間再生を停止した後に、
指定された時相区間の最初から超音波画像を再生することが望ましい。
　これにより、指定された開始時相と終了時相とが同一周期の時点でない場合であっても
、終了時相と開始時相とが不自然に連結されて超音波画像が再生されないので、誤診を防
止することができる。
【００１０】
　また、心電波形が一括表示される画面と超音波画像が表示あるいは再生される画面とを
切替可能とすることが望ましい。
　これにより、必要に応じて時相が対応する心電波形と超音波画像とを観察することがで
きるので、迅速かつ効率的に診断を行うことができる。
【００１１】
　第２の発明は、超音波探触子を用いて被検体に超音波を送受信し、前記超音波探触子か
ら出力される超音波受信信号に基づいて超音波画像情報を構成し、前記超音波画像情報に
基づいて超音波画像を表示する超音波画像表示方法において、前記被検体の心電波形情報
を検出する心電波形検出ステップと、前記構成された超音波画像情報及び前記検出された
心電波形情報を時相情報と共に保持するステップと、前記保持された心電波形情報に基づ
いて、任意の時相に渡って心電波形を一括表示する一括表示ステップと、前記一括表示さ
れた心電波形上で、時相あるいは時相区間を指定する時相指定ステップと、前記保持され
た超音波画像情報から前記指定された時相あるいは時相区間に対応する超音波画像情報を
検索する超音波画像検索ステップと、前記検索された超音波画像情報に基づいて、前記指
定された時相あるいは時相区間について前記超音波画像を表示あるいは再生する超音波画
像表示再生ステップと、を具備することを特徴とする超音波画像表示方法である。
【００１２】
　第２の発明は、超音波探触子を用いて被検体に超音波を送受信し、超音波探触子から出
力される超音波受信信号に基づいて超音波画像情報を構成し、超音波画像情報に基づいて
超音波画像を表示する超音波画像表示方法に関する発明である。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、迅速かつ効率的に、心電波形から観察対象の時相を判断して対応する
超音波画像を表示させることを可能とする超音波診断装置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下添付図面を参照しながら、本発明に係る超音波診断装置の好適な実施形態について
詳細に説明する。尚、以下の説明及び添付図面において、略同一の機能構成を有する構成
要素については、同一の符号を付することにより重複説明を省略することにする。
【００１５】
（１．超音波診断装置の構成）
　最初に、図１～図３を参照しながら、超音波診断装置１の構成について説明する。
　図１は、超音波診断装置１の構成図である。
　超音波診断装置１は、被検体２内に超音波を送受信して得られた反射エコー信号を用い
て、診断部位について二次元超音波画像（Ｂモード画像）あるいは三次元超音波画像を形
成して表示する装置である。
【００１６】
　超音波診断装置１は、被検体２内に超音波を照射して反射エコー信号を受信する振動子
素子を備える超音波探触子３と、超音波信号を送受信する超音波送受信部４と、反射エコ
ー信号に基づいて二次元超音波画像あるいは三次元超音波画像を構成する表示画像構成部
５と、表示画像構成部５において構成された超音波画像を表示する表示部６と、構成され
た超音波画像を記憶するメモリ部７と、超音波画像の再生時に時相を選択して指定する時
相指定部８と、超音波診断装置１の各構成要素を制御する制御部９と、制御部９に指示を
与えるキーボードやマウスやトラックボールを備えるコントロールパネル１０と、被検体
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２の心電波形を検出する心電波形検出部１１を備える。
【００１７】
　図２は、表示画像構成部５の詳細図である。
　表示画像構成部５は、時相情報生成部５ａ、心電波形生成部５ｂ、超音波画像生成部５
ｃ、画像合成部５ｄを備える。
【００１８】
　時相情報生成部５ａは、時相情報を生成する。心電波形生成部５ｂは、心電波形検出部
１１から送られる検出信号に基づいて心電波形を生成する。超音波画像生成部５ｃは、超
音波送受信部４から受信した信号を超音波画像として構成する。
　時相情報生成部５ａは、心電波形生成部５ｂ及び超音波画像生成部５ｃに同一の時相情
報を入力する。心電波形生成部５ｂ及び超音波画像生成部５ｃは、時相情報を含めた心電
波形及び超音波画像に関する情報を画像合成部５ｄに入力する。画像合成部５ｄは、入力
された時相情報に基づいて、心電波形と超音波画像とを同期させて表示画像を再構成する
。画像合成部５ｄによって再構成された表示画像は、表示部６に表示される。
【００１９】
　図３は、メモリ部７に格納される時相情報２１及び心電波形２２及び超音波画像２３を
示す図である。
　心電波形生成部５ｂ及び超音波画像生成部５ｃは、時相情報２１を含めた心電波形２２
及び超音波画像２３に関する情報をメモリ部７に格納する。これにより、心電波形２２及
び超音波画像２３の取得後に、任意の時相について心電波形２２と超音波画像２３とを同
期させて表示画像を再構成することができる。
【００２０】
（４．超音波診断装置１の動作）
　次に、図４～図９を参照しながら、超音波診断装置１の動作について説明する。
【００２１】
（４－１．任意の時相における超音波画像の表示）
　図４は、超音波診断装置１の動作を示すフローチャートである。図４は、任意の時相に
おける超音波画像の表示を示す。
　図５は、表示画面３１を示す図である。図５は、心電波形２２の一括表示及び時相の指
定を示す。
　図６は、表示画面４１を示す図である。図６は、超音波画像２３の表示を示す。
【００２２】
　超音波診断装置１は、メモリ部７に保持された心電波形２２を表示部６に一括表示する
（ステップ１０１）。
　図５の画面３１に示すように、全ての時相に渡って心電波形２２を１段で表示できない
場合には、心電波形２２が心電波形３２－１、３２－２、…に分割されて複数段で一括表
示される。
【００２３】
　検者は、心電波形３２－１、３２－２、…を観察して異常等が見受けられる時相を判断
する。検者は、コントロールパネル１０を介して、目的の時相を指定する（ステップ１０
２）。
　図５の画面３１に示すように、検者は、時相バー３３を移動操作することにより、目的
の時相を指定することができる。
【００２４】
　超音波診断装置１は、指定された時相に対応する超音波画像２３をメモリ部７から検索
し（ステップ１０３）、検索した超音波画像２３を表示部６に表示する（ステップ１０４
）。
　図６に示すように、画面４１には、超音波画像４２及び心電波形４３及び時相バー４４
が表示される。画面３１の時相バー３３で指定した時相だけでなく、画面４１の時相バー
４４を移動操作することにより、前後の時相の超音波画像２３を画面４１に表示させても
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よい。
【００２５】
　尚、検者は、画面３１の「超音波画像表示」ボタン３５や画面４１の「心電図一括表示
」ボタン４５をマウスのクリック操作等によって指定することにより、画面３１と画面４
１とを切り替えることができる。また、画面３１には、心電波形３２－１～心電波形３２
－３だけでなく、時相バー３３が示す時相の超音波画像３４を表示するようにしてもよい
。処理負荷が大きい場合には、超音波画像３４として縮小画像や圧縮画像を用いてもよい
。
【００２６】
　以上の過程を経て、超音波診断装置１は、心電波形を一括表示し、心電波形上で時相が
指定されると、当該時相に対応する超音波画像をメモリ部から取り出して表示する。
【００２７】
（４－２．任意の時相区間における超音波画像の再生）
　図７は、超音波診断装置１の動作を示すフローチャートである。図７は、任意の時相区
間における超音波画像の再生を示す。
　図８は、表示画面５１を示す図である。図８は、心電波形２２の一括表示及び時相区間
（開始時相及び終了時相）の指定を示す。
　図９は、表示画面６１を示す図である。図９は、超音波画像２３の再生を示す。
【００２８】
　超音波診断装置１は、メモリ部７に保持された心電波形２２を表示部６に一括表示する
（ステップ２０１）。
　図８の画面５１に示すように、全ての時相に渡って心電波形２２を１段で表示できない
場合には、心電波形２２が心電波形５２－１、５２－２、…に分割されて複数段で一括表
示される。
【００２９】
　検者は、心電波形５２－１、５２－２、…を観察して異常等が見受けられる時相区間を
判断する。検者は、コントロールパネル１０を介して、目的の時相区間を指定する（ステ
ップ２０２）。
　図８の画面５１に示すように、検者は、開始時相バー５３及び終了時相バー５４を移動
操作して、開始時相及び終了時相を指定することにより、目的の時相区間を指定すること
ができる。
【００３０】
　超音波診断装置１は、指定された時相区間に対応する超音波画像２３をメモリ部７から
検索し（ステップ２０３）、指定された時相区間について、検索した超音波画像２３を表
示部６で再生する（ステップ２０４）。
　図９に示すように、画面６１には、超音波画像６２及び心電波形６３及び時相バー６４
が表示される。尚、超音波診断装置１は、画面６１の画面幅に合わせて、指定された時相
区間の心電波形を拡大あるいは縮小し、心電波形６３の両端を開始時相６５及び終了時相
６６として画面６１に表示することが望ましい。また、検者は、ボタン６７を操作するこ
とにより、超音波画像６２の再生、コマ再生、停止、早送り、巻き戻し、連続再生等を行
うことができる。
【００３１】
　連続再生を行う場合（ステップ２０５のＹＥＳ）、超音波診断装置１は、所定時間再生
を停止した後に、超音波画像２３の再生を再開する（ステップ２０６）。
　図９に示すように、連続再生を行う場合には、開始時相６５から終了時相６６まで超音
波画像６２の再生が終了すると、所定時間再生が停止された後に、再度開始時相６５から
超音波画像６２が再生される。
【００３２】
　以上の過程を経て、超音波診断装置１は、心電波形を一括表示し、心電波形上で時相区
間が指定されると、当該時相区間に対応する超音波画像をメモリ部から取り出して再生す
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る。超音波診断装置１は、連続再生する場合には、終了時相において一旦所定時間再生を
停止させた後に、開始時相から再生を再開する。
【００３３】
（５．効果等）
　以上詳細に説明したように、本発明の実施形態によれば、超音波診断装置は、全ての時
相について心電波形を一括表示するので、心電波形の所見から異常と見られる時相あるい
は時相区間を迅速に判断することができる。
　また、超音波診断装置１は、心電波形上で時相あるいは時相区間が指定されると、当該
時相あるいは当該時相区間に対応する超音波画像を表示するので、目的の時相あるいは時
相区間の超音波画像を迅速に検索可能であり操作負担を軽減することができる。
【００３４】
　また、心電波形の一括表示の際に、超音波画像を表示しないあるいは簡易表示とするこ
とにより、処理負荷を軽減して画面表示処理を高速化することができる。
　また、超音波診断装置は、超音波画像を連続再生する場合には、終了時相まで再生した
時点で一旦再生を停止した後に、開始時相から再生を再開する。従って、指定された開始
時相と終了時相とが同一周期の時点でない場合であっても、終了時相と開始時相とが不自
然に連結されて超音波画像が再生されないので、誤診を防止することができる。
【００３５】
　以上、添付図面を参照しながら、本発明に係る超音波診断装置の好適な実施形態につい
て説明したが、本発明はかかる例に限定されない。当業者であれば、本願で開示した技術
的思想の範疇内において、各種の変更例または修正例に想到し得ることは明らかであり、
それらについても当然に本発明の技術的範囲に属するものと了解される。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】超音波診断装置１の構成図
【図２】表示画像構成部５の詳細図
【図３】メモリ部７に格納される時相情報２１及び心電波形２２及び超音波画像２３を示
す図
【図４】超音波診断装置１の動作を示すフローチャート（任意の時相における超音波画像
の表示）
【図５】表示画面３１を示す図（心電波形の一括表示及び時相の指定）
【図６】表示画面４１を示す図（超音波画像の表示）
【図７】超音波診断装置１の動作を示すフローチャート（任意の時相区間における超音波
画像の再生）
【図８】表示画面５１（心電波形の一括表示及び時相区間の指定）
【図９】表示画面６１（超音波画像の再生）
【符号の説明】
【００３７】
　１………超音波診断装置
　２………被検体
　３………超音波探触子
　４………超音波送受信部
　５………表示画像構成部
　５ａ………時相情報生成部
　５ｂ………心電波形生成部
　５ｃ………超音波画像生成部
　５ｄ………画像合成部
　６………表示部
　７………メモリ部
　８………時相指定部
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　９………制御部
　１０………コントロールパネル
　１１………心電波形検出部
　２１………時相情報
　２２………心電波形
　２３………超音波画像
　３１、５１………画面（心電波形一括表示）
　４１、６１………画面（超音波画像の表示・再生）
　３２－１、３２－２、…、５２－１、５２－２、…、………心電波形
　３３………時相バー
　５３………開始時相バー
　５４………終了時相バー
　４２、６２………超音波画像
　４３、６３………心電波形
　４４、６４………時相バー
　６５………開始時相
　６６………終了時相

【図１】 【図２】
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